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屋久島世界自然遺産地域の森林生態系における気候変動の影響の 

モニタリングプログラムの概要 

 

１．気候変動の影響のモニタリングプログラムの検討手順 

屋久島世界自然遺産地域の大部分を占める森林生態系を対象として、気候変動の影響を把

握するためのモニタリングプログラムの開発等を行った。モニタリングプログラムの開発に

当たっては、気候変動の森林生態系に係るOUVへの影響を的確に把握できるプログラムとす

るため、次の手順で検討を行った。 

 

OUVと森林生態系との関係を整理 

↓ 

そのうち気候変動の影響を受けやすいと考えらえる事項を整理 

↓ 

上記を踏まえ、森林生態系への気候変動の影響の指標を選定 

 

↓ 

 

各指標について、具体的なモニタリング項目及びその調査方法を検討 

↓ 

モニタリングプログラムとしてとりまとめ 

 

 

２．森林生態系における気候変動の影響の指標の選定 

（１）屋久島のOUVと森林生態系との関係の整理 

屋久島のOUVについては、次の２点が認められている。 

ⅰ）ヤクスギの原生林がつくりだす自然景観（クライテリア(ⅶ)） 

ⅱ）植生の垂直分布の連続性（クライテリア(ⅸ)） 

  これらと森林生態系との関係を次のとおり整理した。 

ⅰ）ヤクスギの原生林がつくりだす自然景観（クライテリア(ⅶ)） 

・樹齢千年を超えるヤクスギの原生林がつくりだす景観は、OUVそのものである。 

ⅱ）植生の垂直分布の連続性（クライテリア(ⅸ)） 

・海岸から屋久島中央部の山岳地域に至る標高差約 1,900ｍの間、亜熱帯性植物を含

む海岸植生、山地の温帯雨林から山頂付近の冷温帯性ササ草地や高層湿原におよぶ

植生分布の連続性を保持しており、それはOUVそのものである。 

（２）気候変動の影響を受けやすいと考えられる事項の整理 

上記（１）のうち、気候変動の影響を受けやすいと考えられる事項を次のとおり整理した。 

① 低標高域から高標高域に至る植生の垂直分布 

・気温の上昇に伴い、海岸や森林限界付近の植生が変化する可能性がある。 

② 高標高地域のヤクシマダケ群落 

・気温上昇、積雪減少、早期雪解けは、高標高地域のヤクシマダケ群落に影響を与え

る。ヤクシマダケ群落は、積雪の中に埋もれて生育していることにより、真冬の寒
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風及び乾燥から守られている。また、ヤクシマダケ群落域にヤクシマシャクナゲ等

の森林限界上域の低木性の植物群落やヤクスギ等の森林が進入し、森林限界が垂直

上昇する可能性がある。 

③ 高層湿原（花之江河） 

・気温上昇に伴い湿原域の水温が上昇すると、泥炭の分解、湿原水域の変化、湿原域

の乾燥化、湿原植生の消滅が懸念される。 

    ④ 広域的な植生分布 

・上記①②の影響は、遺産地域全域で発生する可能性がある。 

（３）留意事項 

・標高 1,600ｍに存在する高層湿原の花之江河（含む小花之江河）は、日本最南端の

高層湿原と言われ、希少な植物等が生育している。また、湿原の中に生立するヤク

スギは、代表的な自然景観となっている。この花之江河は、ヤクスギの原生林とヤ

クシマダケ群落との境界付近（森林限界付近）にあり、植生の垂直分布の観点でも

重要である。 

・近年、ヤクシカの増加に伴い、海岸線の森林からヤクシマダケ群落に至るまで、ヤ

クシカの食害が多く発生しており、遺産地域内の希少種の消滅、萌芽更新の阻害な

ど、森林生態系に大きな影響を及ぼしている。このヤクシカによる食害が、気候変

動による植生変化の影響をさらに助長する可能性がある。 

・なお、指標の選定ににおいては、ヤクシカの影響を完全に排除することはできない

ので、気候変動の影響を検証する際には、ヤクシカの影響と区別する必要がある。 

（４）森林生態系への気候変動の影響の指標の選定 

前述（１）及び（２）を踏まえ、屋久島の森林生態系における気候変動の影響の指標を次の

とおり選定した。 

指標１）気象の変動（気候変動の状況の確認や気候変動による森林生態系への影響の分析

を行うために必要） 

指標２）低標高域から高標高域までの植生の垂直分布の変動 

指標３）宮之浦岳周辺のヤクシマダケ群落の変動 

指標４）高層湿原（花之江河・小花之江河）の環境の変動 

指標５）広域的な植生の変動 

指標６）台風・異常気象等による森林生態系への被害の変動 

 

３．気候変動の影響のモニタリングプログラムの内容一覧 

気候変動の影響のモニタリングプログラムの内容の一覧を表－１－１～２に示す。 

 

 

 

（注）世界自然遺産地域の森林生態系における気候変動の影響のモニタリング等事業は平成21年度

から24年度まで実施された林野庁の補助事業であり、現地調査等を㈱プレック研究所が、プロ

グラムの開発等を (一社)日本森林技術協会が実施した。なお、平成25年度における一部モニタ

リングの暫定的実施については、平成25年度世界自然遺産地域の森林生態系における気候変動の影響

への適応策検討等事業（林野庁補助事業）の中で(一社)日本森林技術協会が実施している。 
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表－１－１  気候変動の影響のモニタリングプログラムの内容一覧（１／２） 
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表－１－２  気候変動の影響のモニタリングプログラムの内容一覧（２／２） 
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ａ．ａ．ａ．ａ．気象気象気象気象のののの変動変動変動変動のののの資料資料資料資料収集収集収集収集・・・・整理整理整理整理事例事例事例事例    

 

【年平均気温】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１－１  屋久島・尾之間観測所における年平均気温の経年変化 

【考察】 

年平均気温は、尾之間よりも屋久島の方が低い。5 年移動平均値を見ると、経年変化は高低を波

状に繰り返しながら、徐々に増加しつつある。1984～1986 年、1996～1997年は一時的に低い傾向を

示し、2001年以降は高い傾向を示した。2011～2012 年は、若干低い傾向を示している。 

 

 

【日最高気温の年平均値（屋久島）】 
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図－１－２  屋久島観測所における日最高気温の年平均値の将来の傾向 

 

【考察】 

屋久島における日最高気温の年平均は、過去から上昇傾向にある（ただし相関係数は小さい）。尾

之間もほぼ同様な傾向を示している。 
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【積雪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１－３  黒味岳・花之江河における地温観測結果と根雪期間の例 

 

【考察】 

・黒味岳及び花之江河における2011～2013年度の年最深積雪深は、0.3～1.6ｍである。 

・地温の逓減曲線の状況から推測すると、2011年～2012年の積雪期間は、おおむね12月中旬から

2月上旬であり、2012年～2013年は 12月中旬から 1月下旬であった。 

・ 2011 年～2012年は、地温が 0℃弱で推移していた12月下旬～2月下旬にかけ、1月 17～21日に

１度融雪したが、その後再び根雪となり 2月上旬まで積雪が続いていた。 

・ 一方、2012 年～2013 年は、12月 31 日～１月 3 日、1 月 19 日～22 日、1 月 27 日～31 日とその

前後のみ積雪が解けない根雪となったが、それ以外の日々は積雪はあったものの地温0℃弱で推

移し、根雪にはならなかったものと思われる。 

・ 地温の変化が激しく、積雪期間を明確に推測するには限界があるので、2013年 12月からは自動

撮影カメラによる積雪観測を暫定的に開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１  黒味岳における最深積雪深計と気温観測の状況 

 

根雪期間（12/24～1/6、1/25～2/6） 

気温計 

最深積雪深計 
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ｂ．ｂ．ｂ．ｂ．宮之浦岳周辺のヤクシマダケ群落の変動宮之浦岳周辺のヤクシマダケ群落の変動宮之浦岳周辺のヤクシマダケ群落の変動宮之浦岳周辺のヤクシマダケ群落の変動事例事例事例事例    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２－１  宮之浦岳周辺の新旧航空写真の比較による植物群落分布域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２－２  宮之浦岳周辺の新旧航空写真の比較による植物群落分布域の変動 

 

１９６３年宮之浦岳周辺 
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図－２－３  主な植物群落分布域の面積率の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２－４  ヤクシマダケ・ヤクスギ群落分布域面積率の地形区分別の経年変化 

 

【考察】 

・宮之浦岳の山頂付近は、低標高から高標高に向かいヤクスギ林→広葉樹灌木林（ヤクシマシャク

ナゲ・アセビ林等）→ヤクシマダケ群落と変化しており、ヤクシマダケ群落は、森林限界上の標

高 1,500ｍより上域に優占的に見られる。 

・1963 年から 2004 年までの経年変化を見ると、ヤクスギ林が増加し、ヤクシマダケ群落域が減少

した。 

・ 全ての方向の斜面でヤクシマダケ群落域が減少している。 

・ 特に、標高1,600ｍ～1,800ｍ区間で、上記傾向が顕著である。 

・このまま推移していくと、将来、ヤクシマダケ群落は最標高域の一部地域（宮之浦岳山頂等）に

追いやられ、数10ha以上の一定のまとまった面積の群落域が消滅する恐れがある。 
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・さらに、近年、ヤクシカによるヤクシマダケへの食害も増えており、上記傾向が促進される恐れ

があるので、今後も継続的に本モニタリングを実施し、実態を把握していく意義は高い。 

 

ｃ．ｃ．ｃ．ｃ．花之江河花之江河花之江河花之江河・・・・小花之江河小花之江河小花之江河小花之江河のののの湿原湿原湿原湿原植生植生植生植生群落群落群落群落域域域域のののの変動変動変動変動事例事例事例事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

【【【【    １９９７年１９９７年１９９７年１９９７年    】】】】                                                    ⇒⇒⇒⇒                                                【【【【    ２０１０年２０１０年２０１０年２０１０年    】】】】    

図－３－１  花之江河・小花之江河の植生群落の経年変化 
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図－３－２  花之江河・小花之江河の湿原植生の群落分布域面積率の経年変化（1997年と 2010年） 

 

【考察】 

・ 花之江河は、1997年度から 2010年度に、イボミズゴケ群落が17.5％増え、スゲ・ホシクサ類群

落が 19.0％減少した。また、小花之江河は、イボミズゴケ群落が6.5％増え、スゲ・ホシクサ類

群落が1.6％増加した。 

・ 両湿原ともに、湿原保全対策事業（土砂流出防止対策：平成 13～14年度〔林野庁〕）の実施によ

って、流域からの土砂流入が減少したことや、流路の路床浸食による高水深化が進み、恒常的な

流路と流れの緩い適度な潅水域との2分極化が進行して、流水に押し流されやすいイボミズゴケ

が定着しつつあると推定される。 

・ 特に、イボミズゴケ域の増加は、その環境を好む、コケスミレ、ヒメコナスビ、ヤクシマオトギ

リ等の生育域の拡大に繋がった。 

・ ただし、希少種のヤクシマホシクサは、ヤクシカ食害により少なくなっている。 

・ 現段階では、土砂流入やその対策による影響及びヤクシカによる影響が大きく、気候変動の影

響を把握するには至っていない。今後のモニタリングにおいては、気候変動の影響を抽出する手

法の開発が望まれる。 
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